


コンクリート型枠用合板の日本農林規格の概要

―コンクリート型枠用合板―

告示年月日
制定

内　容　等

JASコンクリート型枠用合板の規格の変遷

　コンクリート型枠用合板のJAS規格は昭和42年6月に制定されて以来数々の変遷を経て今日に至って
います。
　最近の合板市場は、国内の生産については針葉樹合板が主流となって久しく、輸入合板については熱
帯産広葉樹から針葉樹への原料転換、及び合法性・持続可能性のある木材利用の高まりと相まって原材
料丸太を厳選して製造するようになってきています。
　規格は、製造実態、単板品質基準、市場ニーズなどが考慮に入れられ、ホルムアルデヒド対策について
は住宅工法における合板の使用実態を踏まえホルムアルデヒド放散量の基準が規定されています。

「普通合板の日本農林規格」から独立し、新規制定

針葉樹関連基準の追加

型枠の「わく」の文字の漢字化及び表面加工品の追加

スチーミング処理試験の追加 5層以上の接着力試験片作成方法の追加

減圧加圧試験の追加（オール針葉樹単板で構成されたものに限る。）

幅方向の曲げ剛性試験の追加

板面の品質基準の変更

構成単板の変更

ホルムアルデヒド放散量基準値の変更

接着力試験の迅速化を図るため試験方法変更（単板厚1.6mmの規定を削除）

ホルムアルデヒド放散量表示区分及び同基準値の変更

「普通合板」、「コンクリート型枠用合板」、「構造用合板」「特殊合板」の

規格を整理統合一本化して、新たに「合板の日本農林規格」として制定

構成単板の変更

ホルムアルデヒド放散量表示区分：Ｆ☆☆☆、Ｆ☆☆、Ｆ☆に変更

コンクリート型枠用合板及び構造用合板の単板の厚さ基準の変更

ホルムアルデヒド放散量試験における濃度の算出はバックグラウンド溶液

を基準とする

コンクリート型枠用合板の幅方向スパン用の曲げヤング係数の基準の変更

（2.5GPa 又は103N/mm2 以上）

構造用合板及びコンクリート型枠用合板の板面の品質における表板及び

裏板の単板の厚さの変更

ホルムアルデヒド放散量試験片の作成の変更（試験片の合計面積を

1800 ㎠以上とした）

コンクリート型枠用合板についての改正事項は無し

昭和42年 6 月30日

昭和58年 9 月 8 日

平成 1年11月15日

平成 4 年 5 月 1 日

平成 9 年 8 月 6 日

平成11年 6 月21日

平成12年 6 月28日

平成15年 2 月27日

平成20年12月 2 日

平成26年 2 月25日

平成29年10月20日

932

233

改正

1636

1515

516

1252

852

920

1751

303

1578

告示番号

6ページから8ページに掲載する板面の品質基準によること。



同一試料から採取した試験片の含水率の平均値が14%以下であること。

１２

１５

１８

２１

２４

表示厚さ（mm）
長さ方向スパン用 幅方向スパン用

曲げヤング係数（ＧＰａ又は１０３Ｎ／mm２）
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ホルムアルデヒドを含む接着剤又は塗装及びオーバーレイ用の材料を使用していないことを登録認証機関又は登録外国認証機関が
認めた場合にあっては、ホルムアルデヒド放散量表示に代えて「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」、あるいは「非ホルムアルデヒド
系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」の表示をすることになります。





注　「生き節、死に節、抜け節、穴、開口した割れ、欠け、はぎ目の透き、横割れ、線状の虫穴及び埋め木の板幅方向の径、幅又は長さの合計」とは、これらの欠点
の最も多く存する板長方向に直角な30cm幅の部分におけるこれらの欠点のそれぞれの板幅方向の径、幅又は長さを加えたものをいう。



単板の数

合板の厚さ

表板及び裏板の単板の厚さ（単位　㎜）

 7.5㎜以上  9.0㎜未満

 9.0㎜以上  12.0㎜未満

 12.0㎜以上  15.0㎜未満

 15.0㎜以上 
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2.0
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̶
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別表1

3又は4 5以上

注：表示様式はこの例によらない場合もあります。詳細については日本合板検査会にお問い合せください。

品名：コンクリート型枠用合板（低ホル）
寸法：12.0×900×1,800㎜
板面の品質：B-C
使用方向：長さ方向スパン用
ホルムアルデヒド放散量：F☆☆☆
製造業者：○○○合板㈱工場
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12×900×1,800㎜
B-C
幅方向スパン用
○○合板株式会社○○工場
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品名：コンクリート型枠用合板（低ホル）
寸法：12.0×900×1,800㎜
板面の品質：塗装-C
使用方向：長さ方向スパン用
ホルムアルデヒド放散量：F☆☆☆
製造業者：○○○合板㈱工場
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12×900×1,800㎜
両面塗装
長さ方向スパン用
○○合板株式会社○○工場
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財）日本合板検
査

会

12×900×1,800㎜
両面塗装　長さ方向スパン用
○○合板株式会社○○工場

 ＊コンクリート型枠用として使用するために表裏面に塗装又はオーバーレイを施したもので上記による表示が困難な場合。

コンクリート型枠用合板

塗装（公財）日本合板検査会
10mm以上



針葉樹製（国産材又は輸入材）3×6サイズ広葉樹（ラワン）又は針葉樹3×6サイズ
※2×6サイズもあります。

広葉樹（ラワン）3×6サイズ

No.9  表面加工品（グリーン） No.10 表面加工品（グレー）No.8  表面加工品（イエロー）


